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人口45，466

　男20，609

　女22，857
世帯数　　7，661

市　　民　　税（牙2期）

国民健康保険料（矛3期）

　　納期8月31日

歩町10積面

【
写
真
は
見
事
に
穂
を
え

　
た
水
田
】

』『ノ』f』4

今
秋
の
収
獲
予
想

二
百
四
十
石
（
騰
）

…
［
ー
ー
ー
工
事
費
七
五
〇
万
円
穐
ー
㎞
㎜

　
市
内
吉
田
…
谷
地
区
に
こ
の
ほ
ど

約
十
町
歩
の
開
田
が
で
き
、
今
ま
で

の
畑
や
原
野
な
ど
に
か
わ
っ
て
い
ま

［
青
々
と
延
び
た
茎
か
ら
見
事
な
穂
ば

『
ら
み
が
い
せ
い
よ
く
出
て
い
ま
す
。

言
盟
に
よ
農
収
六
肇
習

一
し
て
六
〇
〇
俵
の
収
獲
が
予
想
さ
れ

盟
毒
翌
し
て
は
め
書
し
く

多
収
獲
と
な
り
関
係
者
を
喜
ば
せ
て

お
り
ま
す
．

　
こ
の
開
田
計
圃
は
山
谷
土
地
改
良

　
区
題
和
一
手
葦
＋
百
暑
エ

ム
年
六
月
に
完
成
し
た
も
の
で
工
事

『
開
始
よ
り
完
成
ま
で
関
係
者
の
努
力

て
い
ま
す
。
こ
の
地
下
水
利
用
の
開

田
事
業
ど
し
て
は
十
日
斑
市
に
お
い

て
は
は
じ
め
て
で
あ
り
、
今
援
と
も

こ
の
種
の
関
田
事
棊
は
進
め
ら
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

終
戦
前
の
引
揚
者

の
方
へ

難鶯1辮ll灘鋳lll辮勲鎌1
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引
揚
者
給
付
金
、
遺
族
給
付
金
の

麦
給
対
象
と
な
る
も
の
は
原
則
と
し

て
終
戦
に
関
連
す
る
特
別
の
引
き
揚

げ
た
者
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
次
大
戦
の
開
戦
部
、
反
は
大

戦
中
に
日
本
の
も
と
の
委
、
任
統
治
領
門

で
あ
っ
た
南
洋
群
島
等
の
地
域
か
ら

日
本
国
政
府
の
要
請
等
に
よ
り
や
む

を
得
ず
本
邦
に
引
き
揚
げ
て
き
た
者

等
に
つ
い
て
は
終
戦
後
あ
邦
に
引
き

揚
げ
た
者
等
と
同
様
の
実
情
に
あ
る

と
考
そ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
こ
の

た
び
終
戦
前
の
引
揚
者
及
び
．
七
の
遺

族
等
を
法
に
よ
る
引
揚
給
付
金
反
は

遺
族
給
付
金
の
麦
給
対
象
に
加
え
ら

れ
ま
す
。

　
遺
族
給
付
金
に
つ
い
て
は
本
邦
に

引
き
揚
げ
た
時
期
に
関
す
る
期
間
内

に
死
亡
し
た
者
で
あ
る
．

◎
時
効
馴
間
の
延
長
に
つ
い
て
の
串

項
旨
改
正
前
の
（
終
戦
後
の
引
揚

　　　　　　　一　　　　　　　’　　　　　　’　　　　　’　　　　　’　　　　’　　　　’　　　’　　　｝一　　’　．『　’」’

者
）
引
揚
者
給
付
金
等
を
受
け
る
権

利
を
育
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
昨

年
一
年
延
長
さ
れ
た
時
効
期
間
が
本

年
五
月
十
六
日
を
も
っ
て
完
成
す
る

一
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
更
に
時

効
期
間
を
一
年
延
長
し
五
隼
間
と
さ

れ
来
年
五
月
十
六
日
覆
も
っ
て
時
効

が
完
了
し
ま
す
。

　
右
前
二
項
に
該
当
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
引
揚
者
の
方
は
市
社
会
福
祉
事

務
所
へ
申
し
出
て
請
求
手
続
き
を
行

つ
て
く
だ
さ
い
．

関ロ芳平さん
紺綬褒章を賜る

関
芳
織
物
工

業
株
式
会
社
．
取

締
役
会
長
関
口

芳
．
平
さ
ん
ぱ
こ

の
ほ
ど
国
か
ら

紺
綬
褒
章
を
贈

ら
れ
七
月
一
“
＋

四
日
市
役
所
で

そ
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　
関
口
芳
、
平
さ

ん
は
昨
年
六
月

十
日
町
甫
消
防

庁
舎
縄
、
設
資
金
と
し
て
三
百
万
円
の

多
大
の
命
額
を
市
に
む
寄
附
な
さ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
『

　
こ
の
こ
と
は
公
益
の
た
め
そ
の
功
一

績
は
ま
こ
と
に
顕
著
で
去
る
六
月
七
一

目
甕
蕎
に
よ
畠
黎
奨
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一池田
勇
人
よ
り
紺
綬
褒
章
並
び
木
杯
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
組
を
、
賜
り
こ
の
ほ
ど
送
ら
れ
て
き
一

昭
和
三
十
六
年
度

　
　
　
針
融
鯛
飾
目
標
額
決
る

　
毎
年
共
回
募
金
才
末
助
合
暮
金
に
『
申
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
箋
の
お
舅
童
毒
の
県
藻
の
藻
穫

り
厚
く
お
塑
げ
ま
す
．
　
廼
、
芙
。
、
。
。
量
世
帯

　
共
同
募
金
も
鞘
足
以
来
年
左
数
い
冗
一
当
り
八
八
円
四
七
銭
へ
口
一
人
当
り

て
本
年
は
去
寒
猛
諜
ー
血
＋
萬
奉
讐
あ
畠
す
．
曽

十
日
町
南
共
同
募
金
口
標
額
が
別
記
㎜
標
額
七
二
二
、
O
O
O
円
で
あ
り
ま

頁
の
通
り
菟
と
葦
塁
の
f
…
一
帯
当
り
孕
四
里
＋
羅

蕃
藁
睾
箸
上
墨
人
昊
当
呈
ハ
円
六
＋
奪

り
各
地
域
毎
に
脇
議
会
を
開
き
み
な
一
あ
り
ま
す
。

購
糞
灘
駿
藤
轍
繊
獲

た
も
の
で
す
。

紺
綬
褒
章

　
公
益
の
た
め
私
則
を
寄
附
し
功
績

　
顕
著
な
も
の
に
賜
わ
る
も
の
．

　
　
，
レ
　
ー
』
■
【
曼
；
声

　
　
　
　
　
4
一
　
4
冊
重

才
末
助
合
募
金
＝
一
〇
、
O
O
O
円

は
市
内
貧
困
家
庭
に
要
保
家
庭
の
長

期
療
養
入
院
者
等
に
見
舞
と
し
て
贈

㎜
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

｝
残
る
六
〇
二
、
O
O
O
円
は
市
社
会

瀬
難
董
馨
灌

再
読
そ
れ
ぐ
の
塞
髭
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

憂
繕
和
美
年
の
共
螺
會

一
標
額
七
二
二
、
0
0
0
円
全
部
還
元

一
配
分
と
な
る
わ
け
で
御
座
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
御
座
い
ま
す
よ
ろ

し
ぐ
御
願
い
申
上
げ
ま
す
．
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、
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市
民
の
声
を
聞
く

　
　
　
ー
市
政
懇
談
会
ー
ー

　
市
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
偵
接

市
民
と
ヒ
ザ
を
交
え
て
話
し
合
い

こ
れ
を
市
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と

い
う
市
政
懇
談
会
は
各
地
域
と
も

製
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
七
日
吉
田

鉢
部
落
で
も
深
夜
ま
で
熱
心
な
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
懇
談
会
は
真
田
小
学

校
を
会
場
に
地
元
尾
身
市
会
議
員

屋
身
区
長
を
は
じ
め
多
数
の
住
民

が
集
矛
り
市
側
で
は
村
山
市
、
長
、

田
村
産
業
、
林
建
設
両
課
．
長
が
出

の
諸
問
題
に
つ
い
て
充
分
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

地
域
で
は
農
道
の
新
設
道
路
の
改

修
が
主
な
要
望
串
項
と
し
て
販
り

上
げ
ら
れ
、
山
地
部
落
の
交
通
に

充
分
な
配
慮
を
と
強
刀
な
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
．

　
尚
こ
の
日
村
山
市
長
は
懇
談
に

先
立
っ
て
市
政
全
般
に
つ
い
て
簡

単
な
説
朗
を
行
っ
た
あ
と
俘
後
の

農
藁
の
方
向
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
と

お
り
指
針
を
の
べ
ま
し
た
．

き
て
い
る
と
い
わ
れ
国
と
し
て
も

農
業
基
本
法
を
制
定
し
て
打
聞
に

窮
め
て
い
る
が
現
状
に
お
け
る
農

業
所
得
は
他
睡
業
に
比
べ
悶
題
に

な
ら
ぬ
ほ
ど
低
い
い
わ
ば
所
得

格
差
が
大
き
い
し
か
も
現
任
食
生

活
に
革
命
が
起
き
つ
つ
あ
る
た
め

時
代
の
す
う
勢
を
う
ま
く
キ
ャ
ッ

チ
し
て
即
応
し
た
農
業
経
営
を
考

え
な
け
れ
ば
所
得
増
加
は
望
め
な

い
．
外
国
の
例
を
み
る
と
西
ド
イ

ッ
で
は
主
要
産
業
農
産
物
の
収
入

が
三
割
程
度
で
畜
産
が
七
割
も
占

め
て
い
る
が
日
本
で
は
全
く
こ
れ

と
逆
で
あ
る
．
と
に
か
く
食
生
活

の
要
求
す
る
方
向
に
農
業
も
進
ん

で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

【上一紺綬褒賞を受ける関口さん】

【下…表　彰　状　と　木　杯】

九
月
に
行
政
苦
情
相
談
を
実
施

　
　
　
　
税
や
農
地
ほ
か
行
政
問
題

　
新
潟
行
政
監
薬
局
で
は
一
般
住
民

か
ら
行
政
上
の
意
見
、
要
望
苦
情

な
ど
を
聞
き
間
題
を
解
決
す
る
た
め

九
月
下
旬
ご
ろ
十
日
町
市
で
行
政
苦

情
帽
談
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一
し
た
・
ご
れ
議
扱
つ
た
遜

．
社
会
保
踵
、
恩
給
、
農
地
、
山
治

治
氷
、
壱
路
、
何
川
、
災
害
復
旧
、

農
業
保
険
、
教
育
．
住
宅
、
衛
生
、

『
登
記
、
税
金
、
郵
政
、
国
鉄
、
公
社

譲
蒲
助
婁
の
他
蕎
讐

・
す
。
尚
、
民
事
、
刑
事
の
裁
判
さ
と

㎜
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
ご
遠
慮
下
さ

｝
、
。
レ
　
巫
監
祭
局
麿
は
こ
の
実
施
に
つ

互
箒
に
落
鑛
男
奮
を

二
名
選
任
い
た
ま
し
し
た
が
、
当
市

㎜　席
し
て
関
係
地
域
に
お
け
る
当
．
面
　
　
　
日
本
の
農
藁
は
現
任
曲
り
角
に
　
　
う
．

麟
露

で
は
小
川
エ
ッ
さ
ん
（
尾
崎
）
が
委

員
ど
な
り
ま
し
た
の
看
い
つ
で
も
ご

遠
慮
な
ぐ
申
出
に
な
っ
て
下
さ
い
。

ー
上
▲
▼
τ

　
　
全
般
概
況
八
月
の
天
候

農
審
繕
調
に
経
過

す
る
見
込
み
で
す
．
気
温
は
全
般

に
高
目
で
す
が
、
一
、
二
回
低
目

と
な
り
涼
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し

よ
う
。
夏
降
水
量
は
Φ
目
で
し
よ

う
。
な
お
台
風
が
二
回
接
近
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
大
型
の
台
風

で
は
な
い
見
込
み
で
す
。

上
旬
概
況
　
旬
の
前
半
に
台
風
の

接
近
が
予
想
さ
れ
契
旬
末
頃
一
時

比
較
的
冷
い
北
万
か
ら
の
気
流
に

お
＼
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
盛
夏
期

と
し
て
は
わ
り
あ
い
に
変
化
の
多

い
天
候
が
予
想
さ
れ
ま
す
．
気
溢

　
　
　
は
旬
末
．
頃
一
時
低
目
に
な

林
り
ま
毒
謬
膏

で
し
よ
う
煽
巫
降
水
鼠
は
Φ
目
、

日
照
は
．
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

中
旬
概
況
比
較
的
天
候
の
妥
定

し
た
期
間
で
す
が
こ
の
旬
に
も
台

風
の
接
近
が
予
想
さ
れ
ま
す
．
旬

の
平
均
気
温
は
高
目
で
降
水
量
は

少
目
、
反
日
照
は
多
目
の
見
込
み

で
す
。

　
　
　
下
旬
概
況
　
前
半
は
夏
型

気　　
　
の
気
圧
配
置
が
卓
越
し
暑

い
日
が
多
い
で
し
よ
う
。
そ
の

後
は
割
合
変
り
や
す
い
天
気
に
な

り
そ
う
で
す
。
気
温
は
半
ば
達
ぎ
、

頃
一
時
低
目
に
な
り
ま
す
が
平
均

　
　
　
で
は
高
目
、
降
水
量
は
少

象
目
斐
贔
は
雷
の
見

込
み
で
す
．

　
ワ
の
も

㌔
0
9

●
。
9
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C

◎

蘭
》
必
膠

◎
義
肢
巡
回
相
談
会

十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
八
月
二
十
二
日
午

前
九
時
か
ら
四
時
ま
で
市
公
民
舘
で
身
体
障
害
者
の
義

肢
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

補
装
具
を
使
用
し
て
い
る
身
障
者
の
皆
さ
ん
で
修
理
を

要
す
る
方
、
ま
た
は
変
付
を
受
け
た
い
方
は
お
出
下
さ

い
。
あ
わ
せ
て
職
業
更
生
等
生
活
相
談
に
も
応
じ
ま
す

◎
防
犯
灯
の
取
付
に
割
引
サ
ー
ビ
ス

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
で
は
、
夏
季
防
犯
運
動
の
一

環
で
あ
る
防
犯
灯
の
設
置
運
動
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
屋

外
灯
の
割
引
サ
ー
ピ
ス
増
灯
運
動
を
つ
ぎ
の
と
お
り
輩
。

施
中
で
す
か
ら
、
せ
い
み
＼
こ
の
期
間
中
に
取
付
け
る

よ
う
．
夢
望
し
て
い
ま
す
。

一
、
実
施
期
間
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

二
、
実
施
要
領

　
◎
割
引
サ
㌧
ヒ
ス
工
事
費
の
対
象

　
　
㈲
当
社
電
柱
木
柱
に
施
設
す
る
場
合
は
電
線
の
長

　
　
　
さ
に
か
Σ
わ
ら
ず
工
事
費
九
〇
〇
円
の
一
割
引

　
　
　
八
O
O
円
、
自
動
点
滅
器
の
五
分
引
き
六
ぢ
五

　
　
　
円
と
レ
ブ
ラ
ヶ
ッ
ト
代
二
三
〇
円
合
計
一
、
・
・

　
　
　
九
五
円

　
　
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
電
柱
の
場
合
は
工
事
費
二
、

　
　
　
七
〇
円
の
一
割
引
一
、
五
〇
〇
円
、
自
動
点
滅

　
　
　
器
レ
プ
ラ
ケ
ッ
ト
代
合
わ
せ
て
二
、
三
九
五
円

　
　
尚
、
従
来
施
設
中
の
点
滅
器
の
破
損
．
不
具
合
の

　
　
も
の
の
お
取
替
の
工
事
費
も
割
引
サ
ー
ピ
ス
い
た

　
　
し
ま
す
が
．
そ
の
他
詳
細
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
東
北

　
　
電
力
十
日
町
営
業
所
に
お
問
含
わ
せ
下
さ
い
。

◎
ハ
カ
リ
の
抹
消
修
理

非
メ
ー
ト
ル
系
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

i
ト
ル
法
の
完
全
実
施
は
来
年
一
月
一
日
か
ら
と
な
、

て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
非
メ
ー
ト
ル
系
計
量
器
の
使
用

は
も
ち
論
の
こ
と
、
併
用
目
盛
計
量
器
は
非
メ
ー
ト
ル

系
目
盛
を
抹
消
し
な
い
と
今
年
い
っ
ぱ
い
で
使
用
出
来

な
い
　
（
使
用
し
た
場
合
に
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
）
そ
こ
で
市
役
所
で
は
併
用
目
盛
計

量
器
を
九
月
初
旬
頃
そ
の
非
メ
ー
ト
ル
系
目
盛
の
抹
消

修
理
を
市
で
ま
と
め
て
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
餅

用
目
盛
計
器
を
お
持
ち
の
方
で
非
メ
ー
ト
ル
系
目
盛
の

抹
消
希
望
の
方
は
、
市
役
所
嚢
課
へ
八
塁
吉
二

で
に
計
量
器
の
種
類
と
修
理
希
望
台
数
を
御
申
出
下
さ

い
。尚
、
期
H
は
九
月
初
旬
頃
で
す
が
、
決
定
次
第
希
望
者

に
通
知
し
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
十
日
町
地
区
は
末

定
で
す
が
、
中
条
、
下
条
、
吉
田
地
区
は
各
出
張
所
で

や
る
予
定
。
川
治
、
六
箇
地
区
は
十
日
町
地
区
と
併
せ

て
行
い
ま
す
．

注
“
修
理
価
格
は
個
人
修
理
価
格
よ
り
安
い
で
す
が
未

定
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
D
盈
」
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　り同年6月30日までの間における本市の財政事情を公表します．

　　　　昭和36年8月lll

　　　　　　　　　　　　　＋日町市長村山謙吉
甜“川m川lmmil“lmmm“m“1“mlmmlmmllmmmlmlmmi“mmmmlm“llmlm亘”mml“1川mlmimi晶mllim““mml””llmlm“ilmm“im““mmmmllm“mmmll”“lilmmm』mlmll”mlllmmmmlmlilmllmmmillm“m“m川lll川mmmi匹lmmm“m川“1“mm川“ll脈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オφぺ　　　　　　　　　　　　特別会計決算の状況
　ン｝f鐡12，501（37％）　　　　　　　　　　　　　　単位千円　　　　　　　　才lll、［ニコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
積立金12，900（3。8％）

懇15麟騒、雛

事業名F才入屠出
　

　トー 一一

国民健康保険

　＿一一＿　 ＿＿＿ 　　　　＿
差引

　 　　1
40，67039，3go 1，280

診療所3，8707，136△3，266

上　水　道

公益質屋

と　畜　場

22，877　　35，648△12，771

2，782　3，00z△　220

　687　664　　23
　　　　i

3

2

1

O
l、琶　　31　　32
川

移推の算決

●

囚

33 34　　35

　
　
　
　
　
　
翻
翻
蜘
　
㎜
　
㎜
　
一

　
　
　
　
　
　
乞
　
3
3
　
9
。
　
　
1
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
Q
ゾ
　
ー
Ω
u
　
O
　
　
4
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
A
u

　
　
　
　
　
　
1
　
2
（
∠
　
（
u
　
　
ハ
り
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
∩
6

　
　
　
　
　
　
0
　
8
9
臼
　
ρ
0
　
　
4
・
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
』
4

　
　
　
　
　
　
7
1
2
4
　
1
　
　
3
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
ウ
臼
　
－
＾
－
　
つ
」
　
　
【
」
　
　
　
　
7
5
　
　
　
　
　
　
　
4
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
他
金
入
偵
金
税
　
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ヨ
　
　
　
　
　
ナ

　
　
　
　
　
　
の
附
収
　
　
如
　
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
車
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
そ
寄
雑
市
鍋
地
　
市

薯
雲
慰
鋤
膿
劉
甫
…
」

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7

ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

…
…
　
　
　
＋
日
町
市
長
村
山
謙
吉
…
…

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

…
…
　
　
　
鮒
釦
勲
飾
樋
口
政
太
郎
　
…
…

。
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7㌧

一一　遜没　会　　言十　　（単位千円1

才入359，736千円 才出341，454千円

．4％）

，3％）

．4％）

，6％）

4、4％）

0，3％）

1．6％）

そ　の

公債

消防

諸支

財産
一h　木

産業経

社会及

市役戸

教育

　　13，454（3．9％）

　　12，719（3。7％）

　　16，377（4．8％）
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36年度予算のあらまし
（6月末）
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ま　し
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し
召
フ入此
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ア
オ
ム
シ

　
官
萩
も
過
ぎ
て
い
よ
い
よ
実
り
の

秋
も
追
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
、
二
、
三
日
続
い
た
低
温
と
雨
の

た
め
、
農
塚
に
と
っ
て
は
病
害
虫
の

発
生
が
心
配
さ
れ
、
今
後
の
作
、
柄
に

充
出
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
の
病
害
虫
発
生
予
想

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
十
日
町
農
業

改
良
普
及
．
事
務
所
に
聞
い
て
見
ま
し

た
。
　
運
日
の
雨
で
温
度
が
下
り
穂
く
ぴ

イ
モ
チ
が
多
発
し
そ
う
で
す
．
中
晩

生
を
中
心
に
集
団
防
除
を
徹
底
的
に

や
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
．

　
虫
害
で
は
全
般
的
に
イ
ネ
ア
オ
虫

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ウ
ン
カ

も
天
気
が
あ
が
る
と
急
激
に
客
発
す

る
こ
と
か
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
ウ
ン
カ
防
除
も
あ
わ
せ
て
早
ぐ
防

除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
防

除
に
は
い
ま
す
ぐ
B
H
C
が
最
も
有

効
で
ア
オ
虫
の
防
除
と
共
に
ウ
ン
カ

の
幼
虫
も
退
治
で
き
効
果
が
あ
り
ま

す
と
に
か
く
い
ま
が
作
柄
の
良
く
な

る
か
悪
く
な
る
か
の
分
れ
目
で
す
の

で
根
気
よ
く
田
圃
を
見
廻
っ
て
手
お

く
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
防
除
い
た

多
発
の
傾
向

防
除
に

　
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
蟹
沢
、
高
島
提

　
　
防
九
月
着
工

　　　　　　　　　　　　　　　　へ日　　　　　　ぺ

し磯…多妻，果・蓑撒灘…・　　r　　T　　r　 『

万
全
を

　
六
月
末
侵
野
県
下
を
襲
っ
た
集
中

豪
雨
に
よ
り
信
濃
川
が
増
水
し
当
市

の
堤
防
も
数
ヵ
所
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
去
る
七
月
十
一
日
建
設
省
か
ら

桑
原
技
官
が
災
害
査
定
に
来
巾
、
早

楽
し
い
お
祭
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
ご
協
力
を

　
酷
暑
も
い
よ
い
よ
峠
を
越
え
朝
ダ

は
し
の
ぎ
よ
い
時
節
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
て
楽
し
い
諏
訪
神
社

の
大
祭
も
に
り
ま
し
た
の
で
次
の

項
目
に
つ
い
て
十
分
御
留
意
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
お
互
い
に
社
会
道
徳
を
守
り
街

　
を
き
れ
い
に
し
ま
し
よ
う
。

二
、
交
通
規
則
を
守
り
「
ケ
ガ
」
の

　
な
い
よ
う
に
お
互
い
に
注
意
い
た

し
ま
し
よ
う
。

三
、
イ
ン
チ
キ
く
じ
や
人
を
だ
ま
し

1　階

男零
醗
　
巾
長
事
務
室

灘

』
し
　
　
妾

し
　
　
孝
　
　
ジ
ー

勇

『
期
着
工
を
陳
情
中
で
あ
り
ま
し
た
が

つ

一
下
条
蟹
沢
堤
防
、
吉
田
高
島
堤
防
に

つ
い
て
は
国
の
．
†
備
蒋
、
を
使
用
し
て

九
月
初
旬
蓄
工
が
決
定
し
ま
し
た
．
．

反
城
之
古
堤
防
と
十
日
断
堤
防
の
補

強
に
つ
い
て
は
本
年
度
中
に
補
正
予

冨
よ
り
茎
す
ゑ
署
あ
呈

す
．

　
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
．
反
は
ユ

　
ス
リ
、
タ
カ
リ
な
ど
に
十
分
注
意

　
し
て
被
害
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
い
一

た
し
ま
し
よ
う
。

四
、
人
出
が
多
い
の
で
「
ス
リ
」
に

　
気
を
付
け
、
外
出
の
際
は
火
の
用

　
心
と
肩
締
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
．

五
、
お
祭
り
に
い
ろ
く
の
店
が
出

　
ま
す
の
で
不
衛
生
な
飲
食
物
に
は
、

　
特
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

六
、
事
故
や
被
害
が
あ
，
た
ら
す
ぐ

　
届
出
を
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

li　ll改
ll

　　　　　　　　蕪　　　　　　　鍵　　　　　　灘　　　　鰯　　　燃　膿婁

2　階

七
、
買
物
カ
ゴ
や
ズ
ボ
ン
の
う
し
ろ

　
ボ
ケ
ッ
ト
に
お
金
慶
。
入
れ
て
お
く

　
と
狙
わ
れ
や
す
い
か
ら
注
意
し
ま

　
し
よ
う
。

八
、
夜
閻
婦
女
子
の
一
人
歩
き
は
や

め
ま
し
よ
う
．

九
、
子
供
の
花
火
遊
び
に
は
火
事
や

　
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ

　
う
．

十
、
未
成
年
者
の
夜
遊
び
に
は
不
良

　
化
や
事
故
の
も
と
で
す
か
ら
や
め

　
ま
し
よ
う
。

時
計
を
寄
贈

　
　
　
遠
田
さ
ん

　
十
日
町
市
公
民
舘
に
こ
の
ほ
ど
大

型
電
気
時
計
が
一
個
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
贈
り
主
は
市
内
本
酊
二
丁
目
遠

田
時
計
店
で
公
民
舗
で
ぽ
早
速
日
本

間
に
、
取
付
け
ま
し
た
。

市
民
体
育
大
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
ー
九
月
十
日

1欝

・」

，，義
、，義

ノン

ム
唱1、

長

／、

傍『り

室
メく 粛

1　尺，．1／、　久員ム

　
過
去
二
年
間
休
ん
で
い
た
市
民
体

育
大
会
は
市
民
の
強
い
要
望
に
よ
り

合
，
年
は
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
第

五
回
十
日
町
市
民
体
育
大
会
と
銘
打

っ
で
来
月
十
日
賑
や
か
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
，
本
大
会
の
趣

旨
は
申
す
ま
で
も
な
く
市
民
が
一
日

一
堂
に
会
し
て
老
若
男
女
が
ス
ボ
ー

記者クラプ

擾『　，，
一m　I肴貿’

灘鱗灘
　
　
鞍
灘

義
　
　
事

灘匪　　このようになりました
　　　　　一庁内各課の位置一
このほど三間×五間延十五坪の市庁舎の増築が成り、この一階には応
接室並び市長室事務室を、二階には税務課が移動しました。これにと
もない図示のとおり八月一日より、庁舎内各課を若干位置の配置替え
を行いましたので、来庁の折はよろしくお願いいたします。

ッ
を
楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
の
親
睦

を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
十
日
町
市

と
市
体
育
協
会
が
共
催
し
て
行
う
も

の
で
主
催
者
側
で
は
空
き
る
だ
け
多

く
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
要
墓
し
て

お
り
ま
す
．

　
大
会
の
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
．一
、
日
時
九
月
十
日
（
日
躍
日
）

　
　
午
前
八
時
二
十
分
か
ら
午
後
四

　
　
時
半
ま
で
。
雨
天
の
場
合
は
十

　
　
七
日
に
延
期
同
日
な
お
．
雨
の
場

　
　
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
．

二
、
会
場
十
日
町
高
校
グ
ラ
ン
ド

三
、
表
彰
　
一
位
優
勝
旗
、
賞
状
、

　
　
カ
ッ
プ
、
二
、
三
位
共
に
賞
状

　
　
カ
ッ
プ
、
四
位
か
十
位
ま
で
賞

　
　
状
の
み
。

四
、
出
場
制
限
　
十
日
町
而
民
で
あ

　
　
り
、
一
入
二
種
以
内
と
し
フ
ラ

　
　
ツ
ト
・
レ
ー
ス
は
一
人
一
．
橦
目

　
　
飯
山
線
の

舵．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮

　
　
　
（
た
y
し
リ
レ
ー
、
つ
な
ひ
き

　
　
は
の
ぞ
く
、
つ
な
引
き
は
中
、

一
　
高
、
一
般
だ
れ
で
も
よ
い
）

一
五
、
申
込
み
各
地
嚢
桑

　
　
の
う
え
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
．
事
務
局
に
申
込
む
。

六
、
競
技
補
目
①
フ
ラ
ッ
ト
レ
ー
ス

　
　
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ
ル
ド
）
②
継

　
　
走
③
レ
ク
リ
ェ
】
シ
ョ
ン
種
目

七
、
区
分
け
▽
第
一
区
四
広
町
一
、

　
上
、
下
、
本
町
菓
一
、
西
一
、
袋

　
町
東
、
中
、
西
▽
第
一
一
区
H
宮
下

　
東
、
西
、
諏
訪
町
、
学
校
町
、
神

　
明
町
、
水
野
町
、
巾
若
宮
町
、
本

　
二
▽
第
三
区
“
高
田
町
一
、
二
、

　
三
、
栄
町
，
昭
和
町
一
▽
第
四
区

　
　
　
　
　
　
　
市
道
真
田
線
の

成
改
星
議
和

完
線
舞
墾

道
田
業
に
よ
・
て
進
め

燧
　
ら
れ
て
諜
し
た

で
真
が
歪
よ
名
く

業
道
糠
乱
御
醤

事
式
が
行
わ
れ
ま
し

対
市
た
ど
の
題
は

失
県
鶴
蓮
↓

　
　
　
　
　
　
田
塒
線
の
名
ヵ
山

地
内
か
ら
中
、
平
i
中
手
f
鉢
を
結
ぷ

道
路
で
こ
れ
ま
で
リ
ヤ
カ
ー
す
ら
満

足
に
通
れ
な
い
道
で
あ
り
ま
し
た
が

今
で
は
巾
員
四
膀
五
〇
移
で
大
型
自

動
車
が
ゆ
う
く
と
通
れ
る
立
派
な

賭
昭
和
町
二
、
三
、
加
賀
糸
屋
町

関
口
樋
口
町
、
西
寺
町
、
七
軒
町

泉
町
、
島
、
本
町
三
▽
第
五
区
匪

里
中
町
東
、
西
、
田
中
本
通
り
、

川
原
町
、
田
川
町
▽
第
六
区
”
西

浦
西
、
粟
、
駅
通
り
、
昭
和
町
四

旭
町
、
ホ
町
．
四
▽
第
七
区
H
本
町

五
、
六
、
稲
荷
町
一
、
二
、
三
、

八
幡
町
▽
第
八
区
H
奨
匠
島
地
区

▽
中
条
“
中
条
小
学
校
地
区
▽
彩

座
H
新
座
小
学
校
地
区
▽
大
井
田

π
大
井
田
小
学
校
地
区
▽
飛
渡
覗

飛
一
、
二
小
学
極
地
区
▽
川
治
A

“
川
治
、
関
浅
、
八
箇
地
区
▽
川

治
お
“
山
本
、
高
山
、
北
新
出
、

城
之
古
、
高
田
聞
四
、
高
田
町
南

三
▽
吉
田
南
▽
吉
田
北
▽
下
条
H

（
全
）
▽
六
箇
“
（
全
）

難
蘇
錦
。
で
。
も
漫

深
さ
三
蟹
萎
埋
董

を
改
良
し
た
ほ
か
県
下
で
は
じ
め
て
－

霧
難
嚢

霧
購
蟹

碩
鰐
甦
鯵
遷

一
灯
が
百
畏
嚢
す
る
乞

籍
獲
藁

一
戸
の
睾
藩
禦
、
手
台
％
、

一
入
っ
て
部
落
の
畠
榮
に
も
大
い
に
’
ノ

亨
ス
し
て
お
り
ま
す
．

一
【
写
真
は
完
成
し
た
市
道
真
田
線
】

＝
、
八
五
〇
人
、
男
＝
、
七
四

八
人
、
労
働
に
適
し
な
い
十
四
才
以

下
が
七
九
九
七
八
、
六
十
才
以
上
が

二
、
九
＝
一
天
の
一
〇
、
九
〇
九
人

を
か
＼
え
て
お
り
当
而
の
生
産
年
令

人
口
（
十
五
才
～
五
十
九
才
）
は
一

三
、
六
九
四
人
歪
す
。

　
I
l
i
毒
●
7
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④嫉

小
学
校
児
車
一
数
一
五
五
、
学
級
数

兼
業
化
を
た
ど
る
農
家

　
　
　
　
　
一
九
六
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
か
ら

十
日
町
市
、
廼
は
こ
の
ほ
ど
一
九
六
査
に
よ
る
も
の
で
．
農
塚
数
、
農
産
物

O
年
世
界
農
．
芯
業
セ
ン
サ
ス
の
集
計

結
果
を
ま
と
め
た
．
十
日
町
市
の
農

業
、
を
発
刊
し
ま
し
た
．
こ
の
統
計

一
資
料
は
三
十
五
年
二
月
一
日
現
任
調

ス
ピ
ー
ド
化

市
と
商
工
会
議
所
が
陳
情

　
十
日
町
市
と
商
工
会
議
所
で
は
去

る
八
日
飯
山
線
改
善
の
た
め
代
表
を

長
野
鉄
道
菅
理
局
に
送
り
強
力
な
陳

情
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
陳
情
団

は
小
川
助
役
、
宮
内
商
工
会
議
所
専

一
務
ら
一
行
九
名
で
、
甫
原
長
鉄
管
理
局

一
長
に
0
デ
ィ
ー
ゼ
ル
運
転
に
よ
る
ス

一
ビ
ー
ド
ア
ッ
ブ
①
客
貨
混
合
運
行
の

．
廃
止
に
よ
る
、
貨
物
の
集
約
化
を
重
点

一
に
金
線
あ
げ
て
の
ス
ビ
ー
ド
化
促
進

　
㎜
法
を
強
力
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

畜
産
、
労
働
力
、
農
用
機
械
、
山
林

肥
料
、
施
用
量
な
ど
あ
ら
ゆ
る
農
業

分
野
に
わ
た
っ
て
調
ぺ
た
貴
里
な
も

の
で
図
表
も
入
っ
た
五
四
ぺ
ー
ジ
の

A
四
版
で
す
。
こ
の
資
料
か
ら
毛
な

も
の
を
み
ま
す
と
ま
す
市
内
の
農
家

数
は
三
九
三
六
戸
で
う
ち
専
業
農
、
家

が
九
九
〇
戸
、
兼
業
農
家
が
二
九
四

六
戸
で
七
四
％
が
兼
策
と
い
う
経
営

耕
地
の
零
細
が
、
年
々
兼
業
化
の
傾

向
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
経
営
規
模

別
で
は
一
冊
歩
未
満
の
農
家
が
七
九

％
も
占
め
、
反
農
家
の
世
帯
員
を
み

ま
す
と
一
戸
当
り
五
・
九
人
、
農
家

人
口
二
三
、
五
八
八
人
の
う
ち
女
が

五
、
職
員
七
。
中
条
中
学
分
校
生
徒

数
一
三
三
、
学
級
数
三
、
職
員
四
、

小
中
学
併
置
の
一
級
僻
地
校
で
す
。

契
小
学
校
の
分
校
は
児
童
数
三
八
、

職
員
二
、
本
校
か
ら
三
♂
離
れ
た
所

に
あ
り
ま
す
。
地
勢
交
通
の
悪
条
件

の
た
め
、
反
化
的
の
遅
れ
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
共
に
提
携
し
て
、
基
礎
学

力
の
向
上
、
依
位
の
向
上
、
学
校
美

化
の
三
大
向
上
目
標
を
掲
げ
、
陽
の

あ
た
ら
な
い
恵
ま
れ
な
い
谷
間
の
子

ど
も
の
天
与
の
才
能
を
発
見
し
、
そ

の
可
能
性
を
認
め
、
山
の
子
ど
も
不
、

も
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う
自
信

と
力
を
養
う
た
め
に
、
職
員
は
親
和

と
協
力
を
旨
と
し
、
強
い
信
念
と
大

き
な
勇
気
と
誇
り
を
も
っ
て
、
僻
地

【
写
真
は
共
同
畜
舎
】

需
誓
懸
命
に
努

め
て
い
る
。
学
校

の
概
況
を
少
し
御

紹
介
し
ま
す
’
．

①
学
区
の
人
口
一

大
山
、
で
あ
り
、
余
り
に
小
規
模
少
人

数
で
学
力
不
振
と
な
る
。
色
女
の
葱

条
件
が
影
響
し
あ
っ
て
成
果
を
あ
げ

に
く
い
実
情
で
あ
る
。
国
県
の
思
い

切
っ
た
施
策
を
望
ん
で
や
ま
な
い
．

③
特
別
教
窒
は
音
楽
室
只
一
つ
。
小

中
併
置
絞
だ
か
ら
理
科
釜
、
図
丁
室

家
庭
科
室
、
衛
生
室
簿
最
少
限
の
も

の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
変
通
の
孤

立
、
丈
化
的
施
設
に
恵
ま
れ
な
い
山

間
僻
地
な
れ
ば
こ
そ
、
教
育
は
世
問

並
み
以
上
に
受
け
さ
せ
て
や
り
セ

い
．
教
育
的
僻
地
を
形
成
す
る
．
悪
条

件
は
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
指
樽
要
領
実
施
に
要
す
る
備
晶
も

早
急
に
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
年

度
理
振
法
の
適
用
を
う
け
、
前
途
が

明
る
く
な
っ
た
。

④
教
科
学
習
の
学
力
は
平
地
に
比
べ

一
般
に
見
劣
り
が
す
る
。
体
育
、
図

工
、
音
楽
は
ま
だ
し
も
、
い
わ
ゆ
る

主要

教
科
に
な
る
と
ず
っ
と
ひ
ら
き

が
大
き
い
。
依
っ
て
く
る
原
因
を
犯

明
し
対
策
を
購
じ
て
い
る
．
一
面
僻

地
の
通
弊
と
は
い
う
も
の
の
、
父
兄

の
自
覚
に
よ
つ
て
、
実
庭
学
習
や
労

山
の
子
ど
も
に
光
を

　
　
　
　
　
　
飛
渡
矛
一
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
四
、
戸
数
二
四
二
、
八
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
山
六
の
斜
面
に
点
任
し
、
主
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
農
藁
で
標
局
二
百
㌶
か
ら
三
百
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
山
間
を
階
段
式
に
開
拓
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
．
．
平
和
な
山
峡
の
純
農
山
村
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
学
校
が
公
民
舘
で
あ
っ
て
数
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
の
図
書
を
備
え
、
映
写
毅
備
等
も

鐙
坂
に
共
同
畜
舎
　
あ
っ
て
、
飛
渡
地
区
振
興
の
た
め
に

　
　
農
林
漁
業
資
金
を
借
入
　
会
議
が
よ
く
開
か
れ
ま
す
。
土
地
柄

峯
馨
藩
よ
り
峯
の
属
繰
合
が
多
く
、
各
地
勇
庭

化
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
蕩
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
よ
さ
奮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
も
つ
て
、
住
み
よ
い
楽
し
い
郷

．
繍
蟷
籔
難
辮
嚢
の
簿
し
て
い
る
淫

人
が
共
同
で
畜
舎
を
建
て
約
四
〇
頭
近
代
社
会
に
生
き
る
平
弟
に
期
待
を

の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
こ
の
畜
か
け
、
教
育
に
力
を
い
れ
P
T
A
の

舎
は
延
一
一
七
蝉
の
二
階
建
で
一
階
出
席
も
よ
く
、
会
費
も
増
額
さ
れ
た
。

を
豚
飼
育
に
二
階
を
鶏
飼
育
に
そ
れ
②
分
校
一
昨
年
、
本
校
昨
年
と
続
い

ぐ
便
用
し
て
い
ま
す
。
箏
藁
費
は
て
一
級
僻
地
校
に
指
定
さ
れ
た
。
最

二
．
五
〇
万
円
で
八
割
の
二
〇
〇
万
円
大
の
悩
み
は
本
校
榎
式
学
級
一
、
分

を
農
林
漁
業
資
金
の
長
期
低
利
資
金
校
三
部
複
式
二
掌
級
も
つ
こ
と
で
あ

の
借
入
れ
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
二
割
る
。
複
式
学
級
の
磁
、
習
指
導
は
普
通

の
五
〇
万
円
を
受
益
肴
の
負
担
と
し
学
級
に
比
べ
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
困
難

て
い
ま
す
．
こ
の
畜
舎
の
完
成
に
よ
を
伴
う
。
毎
日
の
指
導
は
容
易
で
な

　っ

て
肉
豚
二
〇
〇
頭
の
出
荷
、
鶏
卵
い
．
指
導
計
画
作
成
に
教
材
教
具
の

二
十
五
万
ケ
の
牛
産
を
目
標
に
し
て
使
用
に
、
指
導
法
に
改
善
を
加
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
余
り
に
学
級
、
編
成
に
学
年
差
が

働
に
つ
い
て
む
改
轡
の
張
地
が
あ
る

よ
う
だ
。

⑤
健
康
そ
う
で
健
康
で
な
い
午
供
が

多
い
。
一
般
に
小
．
柄
で
顔
色
悪
く
無

理
が
き
か
な
い
．
季
節
の
変
り
め
に

は
貧
皿
風
邪
に
罹
り
易
い
．
そ
の
原

因
を
衝
き
父
兄
に
こ
の
方
面
の
関
心

を
啓
蒙
し
、
体
位
、
休
力
の
向
上
を

目
指
し
て
、
体
育
特
に
は
碁
礎
技
能

を
重
視
し
、
遊
臭
争
柔
軟
性
を
練
り

併
行
し
て
ミ
ル
ク
給
食
で
栄
養
を
補

給
し
《
い
る
が
、
尚
不
充
分
で
あ
る

た
め
完
全
給
食
実
施
に
高
め
た
い
．

⑥
僻
地
の
辛
さ
は
暮
し
て
み
な
く
て

は
解
ら
な
い
．
交
叱
納
後
進
性
除
去

の
為
、
学
区
民
の
教
育
的
熱
意
に
よ

っ
て
テ
レ
ビ
が
購
入
さ
れ
た
。
教
科

の
学
習
指
導
を
効
果
的
に
す
る
為
利

用
し
て
い
る
．
お
か
げ
で
学
習
意
欲

と
興
味
が
増
大
し
た
。
直
接
教
科
に

関
係
な
く
と
も
経
験
領
域
を
拡
大
し

情
操
陶
治
に
資
す
る
も
の
は
見
せ
て

い
る
．
僻
地
性
を
如
何
に
打
破
す
る

か
は
僻
地
教
育
の
宿
題
で
あ
る
．

⑦
特
別
教
育
活
動
の
組
織
運
常
の
面

に
な
る
と
時
間
の
と
り
万
、
ク
ラ
ブ

の
編
成
施
設
、
職
員
組
織
等
に
小
中

の
学
校
階
段
が
か
ら
ん
で
種
・
、
の
蹄

害
点
が
あ
る
。
と
。
り
わ
け
ク
、
γ
，
ソ
括

動
で
は
小
甲
一
本
江
に
実
施
i
．
し
い

る
。
小
中
の
所
周
を
は
な
れ
で
白
津

的
に
同
好
の
志
を
も
っ
．
て
各
部
を
絹

織
し
、
交
化
的
体
育
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
．
契
僻
地
の
子
供
済
も
、
㍗

れ
ば
や
れ
る
ん
だ
、
自
分
達
に
も
才

能
は
あ
る
ん
だ
と
い
う
自
信
を
も
』
．
瓜

せ
る
た
め
に
、
駅
伝
競
争
、
號
披
大

会
、
競
轡
大
会
音
楽
交
歓
会
鐸
に
参

加
し
ま
す
。
勿
論
勝
敗
な
ど
念
頭
に

な
く
、
参
加
す
る
こ
と
に
重
大
な
穏

義
を
認
め
て
い
ま
す
。
校
庭
の
下
に

は
学
区
民
の
奉
仕
に
よ
っ
て
完
成
し

た
一
周
筥
五
十
麿
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

あ
っ
て
、
体
力
向
上
の
た
め
年
中
鯛

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
の

経
費
は
山
菜
の
売
上
金
、
廃
品
回
収

売
上
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
る
。
各
穐

奉
仕
部
活
動
の
中
に
、
今
年
度
午
供

農
協
を
創
設
し
た
。

⑧
．
学
校
の
美
化
に
つ
い
て
は
特
別
刀

を
注
ぎ
、
清
掃
の
当
番
制
を
廃
止
、

全
絞
毎
日
板
舎
内
外
を
清
掃
整
頓
す

　
　
　
　
　
　
る
．
ヰ
活
力
旺
盛

　
　
　
　
　
　
　
な
雑
草
と
の
搬
気

　
　
　
　
　
　
く
ら
べ
は
広
大
だ

　
　
　
　
　
　
校
期
の
た
め
除
革

　
　
　
　
　
　
は
容
易
で
な
い
。

明
治
三
十
五
年
の
校
舎
を
主
軸
と
し

た
階
段
式
の
老
朽
校
舎
の
床
み
が
き

も
毎
日
行
う
。
最
近
、
洗
卑
、
魎
．
れ
て

美
し
く
木
肌
が
出
た
。
各
脚
綴
古
も

花
い
っ
ぱ
い
の
花
、
壇
．
継
続
観
祭
の

教
材
園
を
経
営
し
て
い
る
。
毎
日
の

生
活
に
全
校
連
帯
沽
動
の
明
る
い
性

格
を
強
化
し
、
努
力
の
成
果
が
臼
分

で
は
っ
き
り
わ
か
り
、
自
分
の
活
翻

が
地
域
や
施
設
の
改
曹
に
反
応
し
、

毎
日
の
牛
活
の
調
子
が
高
ま
る
よ
う

に
し
た
い
。
正
し
い
冨
葉
を
使
う
揮

動
も
起
し
て
い
る
。

　
学
校
は
僻
地
で
あ
っ
て
も
、
教
育

は
僻
地
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
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